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ADC-HSCのScience Platform 
(アプリケーション編)

• 目次 

• 「Science Platformとは」の前にHSC SSPについて 

• Science Platformとは 

• Science Platformのミドルウェア・インフラ（次の森嶋さん発表）



Hyper Suprime-Cam (HSC)

• 広視野光赤外イメージングカメラ 

• 2014年から運用開始 

• 視野は円形で直径 1.5 度 (面積 1.8 平方度) 

• 完全空乏型 (fully depleted) CCD 計 870M pixels 

• フォーカス用などを除き 104個の CCD が円形に並ぶ 

• 結像精度 0.2 秒角 (FWHM; i-band) 

• 実際の画像の PSF は 0.7秒角程度 (FWHM; i-band)

峯尾さんのADC-UMスライドを改変



HSC-SSPの観測領域
• HSC-W (Wide): 1,087 deg2 (うち全バンドが目標撮像時間に達した部分 858 deg2) 

• HSC-D/UD (Deep/Ultra-) 領域: 27 deg2

峯尾さんのADC-UMスライドを改変



HSC-SSPのデータリリース
• 現在次のサービスを提供中 

• 較正済みFITSファイルそのものの取得 

• SQL による天体検索  

• 画像ビューア (hscMap) 

• 座標を指定して画像切り出し 

• その他



較正済みFITSファイルそのものの取得



SQL による天体検索 



画像ビューワー(hscMap)



座標を指定して画像切り出し
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Science Platformとは
• 先に紹介した通りHSC-SSPのデータリリースサービスではデータにアクセスする
ためのいくつかのインターフェースがある 

• 現在の一般的なワークフローは↑のインターフェースからユーザーが各々の環境
にデータをダウンロードして解析するというもの 

• この解析するための環境をデータのインターフェースと統合した形で提供しようと
いうのがSciencePlatform 

• CPU/ストレージ・解析ソフトウェア・その他データアクセス補助ソフト類



Science Platformの機能
• JupyterLab 

• Nextcloud 

• X11アプリケーション 

• デスクトップ環境 

• QuickDB

• SSHアクセス 

• VSCode連携 

• SSHFS連携 

• 任意コンテナの実行 

• Postgres, code-server, …





JupyterLab

• WebブラウザからアクセスできるPython（など）の実行環境 

• WebブラウザからアクセスできるShell 

• SSPのデータは環境にマウントされている 

• SSPのデータアクセスのためのmoduleがインストール済み 

• hscPipeがインストール済み











Nextcloud
• Webベースファイルブラウザ 

• Jupyterのユーザーストレージと連動 

• ディレクトリ単位で他のユーザーとデータを共有したり、とある
ディレクトリの内容を公開できる 

• Mac, Window, Linux用のクライアントアプリがあり、これを使うと
Dropbox的な使い方ができる









X11アプリケーション

• ds9, gnuplot, emacs, …などのx11アプリケーションにブラウザ経由
でアクセス可能 

• (多分) `ssh -X` するよりスムーズに動く









実行中の個々のPodに対するSSHアクセス







任意イメージを実行可能
• Postgres, pgAdmin, code-server(VSCodeのWeb版)などのプリセッ
トをとりあえずサンプルとして登録してある 

• ユースケースはこれから検討



QuickDB
• Jupyterから使われることを想定した、SSPの天体カタログに対して一般
ユーザーが任意のPythonコードを多数のCPUで並列に実行する仕組み 

• （ユーザーはMap Reduce関数をシステムに与える） 

• 「似た色で近くにあるペアを探す」のようなSQLで表現するのが難しい問
題に有用 

• SQLサーバーからデータをダウンロードし手元で解析する手法はデータが
移動するがQuickDBではデータではなくコードが移動する



QuickDB/Color-Color Diagram

PDR3 Wideの全天体から星様の天体を選んでColor-Color Diagramを作る





QuickDB/近くの似た色の天体のペアを探す





今後
• 2025年夏にHSC-SSP Collaborationへプレビュー 

• 将来的にはPublic Releaseを目指している 

• HSC-SSP以外のデータに対するアクセスも拡充予定 

• 将来のPFS、UNIONS、Rubinなど 

• リリースしたら使ってみてください！

森嶋さんのインフラ・ミドルウェア編へつづく


